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◆
「
知
ら
な
か
っ
た
」
に
応
え
て 

か
わ
ち
の
労
災
保
険
セ
ン
タ
ー

の
労
働
保
険
事
務
組
合
認
可
を
契

機
に
「
労
災
特
別
加
入
」
を
広
げ

て
い
ま
す
。 

労
災
保
険
は
国
の
制
度
で
、
従

業
員
を
雇
う
事
業
者
は
必
ず
加
入

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。 

              

      

し
か
し
、
雇
用
労
働
者
で
な
い 

事
業
主
（
家
族
）・
役
員
、
一
人

親
方
な
ど
は
労
災
事
故
に
備
え

て
、
「
特
別
に
労
災
保
険
料
を
納

め
て
加
入
す
る
」
の
で
、
「
労
災

特
別
加
入
」
と
い
い
ま
す
。 

３
月
の
介
護
処
遇
改
善
加
算
説

明
会
の
と
き
に
、
こ
れ
ま
で
「
特 

              

別
加
入
を
知
ら
な
か
っ
た
」
社
長

さ
ん
３
名
が
「
介
護
現
場
で
も
労

災
事
故
が
多
い
」「
会
社
の
経
費

に
な
る
な
ら
」
と
同
時
に
加
入
さ

れ
ま
し
た
。 

◆
海
外
労
働
者
も
特
別
加
入
を 

海
外
労
働
者
の
「
労
災
特
別
加

入
」
も
大
切
で
す
。 

今
年
３
月
に
海
外
で
の
過
労
死

遺
族
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、「
海

外
労
働
連
絡
会
」
が
結
成
さ
れ
、

か
わ
ち
の
労
災
保
険
セ
ン
タ
ー
の

会
長
で
も
あ
る
岩
城
穣
弁
護
士
が

共
同
代
表
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

              

 

海
外
に
派
遣
さ
れ
る
労
働
者
は

国
内
の
労
働
法
が
適
用
さ
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
労
働
時
間
の
管
理
な

ど
様
々
な
問
題
に
直
面
し
ま
す
。 

労
働
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
に

補
償
を
受
け
る
た
め
に
、
派
遣
す

る
企
業
の
責
任
で
「
特
別
加
入
」

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

か
わ
ち
の
社
労
士
も
連
絡
会
に

参
加
し
、
学
び
行
動
し
ま
す
。 
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音楽と講演のつどい 
35 名参加で盛大に開催 

５月１７日、かわちの労災保険センターの労働

保険事務組合スタートを記念し、第４回総会を兼

ねた「音楽と講演のつどい」が開催され、３５名

の会員・関係者・出演者が集いました。 

会場の東大阪文化創造館多目的室の仮設舞台と

大スクリーンを生かして、アマチュアバンド「い

こらーず」の生演奏（全７曲）を楽しみ、宮川晃

さんの講演「三方よしの事業活動とは何か」に学

びました。総会では３名の参加者から「かわちの

労災保険センター」への期待の発言があり、今後

の発展を誓い合いました。 

社
長
さ
ん
・
一
人
親
方
・
海
外
労
働
者 

労
災
特
別
加
入
が
イ
チ
推
し
！

 
一人親方組合の総代会（5 月 29 日） 

mailto:info@kawachino.org
https://kawachino.org
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年
金
者 

「
年
金
削
減
に
歯
止

め
」
と
か
聞
き
ま
し
た
が
？ 

社
労
士 

国
会
審
議
中
で
す
が

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
を
や

め
な
い
限
り
、
当
分
年
金
が
減
る

こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

年
金
者 

「
近
大
マ
グ
ロ
」
は
続

け
て
ほ
し
い
で
す
。 

              

      

社
労
士 

東
大
阪
市
へ
の
郷
土
愛 

が
強
い
で
す
ね
。
そ
う
で
は
な
く

マ
ク
ロ
に
（
大
き
く
）
経
済
を
捉

え
て
年
金
額
を
調
整
し
よ
う
と
い

う
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。 

年
金
者 
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。 

社
労
士 
私
も
社
労
士
試
験
の
勉 

強
の
時
に
初
め
て
知
り
ま
し
た
。 

              

試
験
で
は
問
題
が
解
け
ず…

。 

年
金
者 

社
労
士
受
験
生
泣
か
せ

の
制
度
で
す
ね
。 

社
労
士 

そ
れ
ま
で
「
物
価
ス
ラ

イ
ド
」
の
時
代
は
物
価
が
上
が
れ

ば
年
金
額
も
上
が
っ
て
い
た
の
に

０
４
年
に
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
」
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
物
価

が
上
が
っ
て
も
年
金
額
の
増
加
を

抑
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

年
金
者 

今
年
は
ど
う
な
る
の
？ 

社
労
士 

昨
年
の
消
費
者
物
価
上

昇
率
２
．
７
％
に
対
し
２
５
年
の

年
金
改
定
率
は
プ
ラ
ス
１
．
９
％ 

             
な
の
で
、
差
し
引
き
で
は
実
質
マ

イ
ナ
ス
０
．
８
％
に
な
り
ま
す
。 

年
金
者 

そ
ん
な
に
年
金
が
目
減

り
す
る
の
で
す
か
。
ま
す
ま
す
暮

ら
し
に
く
く
な
り
ま
す
。 

社
労
士 

こ
の
制
度
を
推
進
し
て

き
た
厚
労
省
自
身
が
「
問
題
が
あ

る
」
と
認
め
、
今
国
会
に
「
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
の
調
整
の
終

了
を
提
案
し
て
い
た
の
で
す
が
、

ま
と
も
な
審
議
も
な
く
、
先
送
り

さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。 

年
金
者 

そ
れ
で
は
「
お
先
マ
ク

ロ
（
ま
っ
く
ら
）」
で
す
。 
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▼
赤
毛
の
ア
ン
の
テ
レ
ビ
・
ア
ニ

メ
が
毎
週
楽
し
み
で
す
。
ス
ト
ー

リ
ー
は
全
て
わ
か
っ
て
い
る
と
い

う
の
に
。
気
に
な
る
の
は
マ
シ
ュ

ウ
お
じ
さ
ん
の
年
齢
。
い
つ
の
間

に
か
同
世
代
に
な
り
ま
し
た
。 

▼
同
世
代
と
言
え
ば
、「
岬
め
ぐ

り
」
（
山
本
コ
ウ
タ
ロ
ー
と
ウ
ィ

ー
ク
エ
ン
ド
）
を
知
ら
な
い
人
が

大
半
で
し
た
。
「
音
楽
と
講
演
の

つ
ど
い
」
で
の
一
コ
マ
で
す
。 

編

集

後

記 
ᱰ
ǀ
ᶒ
ᶑ
ᶯ
ᱱᷛ
ᲈ
ᱜ
᷊
ఔ
ঘ
ṷ 

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」と
は 

 

 

○文楽（歌舞伎も）の三大名作のうち、「仮名

手本忠臣蔵」「菅原伝授手習鑑」は十年以上前

に観賞しました。本作はコロナ禍で３年前に

中止されており、国立文楽劇場では２１年ぶ

りの「通し狂言」（１日がかりの上演）とあっ

て、初めて観賞することができました。 
○彗星のごとく現れた源義経が平家を打倒し

スーパースターでありながら兄・頼朝から追

われる立場になるところから物語は始まりま

す。幼少期の鞍馬山での修行時代や京の五条

大橋での弁慶との対決は別の話で演じられて

います。 
○源平合戦といえば一の谷・屋島・壇ノ浦で

すが、江戸中期に初演された本作は「もし壇

ノ浦で平家の大将・平知盛や安徳天皇が入水

せず生き延びていたら…」という設定から京

都、兵庫、奈良を舞台に繰り広げられます。 
○義経が主役でありながら、第１部は大物浦

（尼崎）の船頭・銀平（実は平知盛）、第２部

は吉野下市村の荒くれ者・いがみの権太（実

は平維盛の身代わりとなる）、第３部は初音の

鼓を追って義経の家臣・佐藤友信に化けた源

九郎狐がそれぞれ主役級の大活躍をします。

義経桜を彩る３人（２人と一匹）のヒーロー

というわけです。 
○最後の河連法眼館の段で、源九郎狐が空を

飛び回るクライマックスは（桐竹勘十郎がワ

イヤーロープで吊るされているとわかってい

ても）逆転満塁サヨナラホームランの様な痛

快さで、義経の人気（判官びいき）にとどま

らない本作の人気のほどがわかります。 
 

文楽 だからおもしろい 

（人形浄瑠璃）         ｖol.1３  
 

義経
よしつね

千本
せんぼん

桜
ざくら

 
         （国立文楽劇場） 


